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２００８年（平成２０年）７月１０日 (木) 曇 第２１４８回（ 当年度第２回 ）例会
 
点 鐘                会  長  鈴木 健治君 
司 会                ＳＡＡ   澤田 昌久君   
ロータリーソング         「それでこそロータリー」 
ゲスト及びビジター紹介 

岩倉ロータリークラブ会長 浅野 勝美様 
岩倉ロータリークラブ幹事 深石 公彦様 

 
会長挨拶              会 長  鈴木 健治君 
 

生きものたちの本来の住むべき場所 

以前から飼っていたペットを、何かの事情で飼えなく

なってしまった時「自然に返しましょう」と言われて、近く

の茂みや川などに放した人は多いと思います。しかし

生きものたちは本来の住むべき場所があって、そこで

はじめて幸せに生きることができるのです。 

自然破壊の原因は環境汚染、地球温暖化など、数

多くありますが、そのひとつに「外来種問題」があげら

れます。未来も変わらず自然の恵みを受けるために

は、外来種問題への対策が欠かせません。実は、この

外来種は私達の身近なところに数多く生息していま

す。特に問題視されるものは、アメリカザリガニ、カミツ

キガメ、ブラックバス、ウシガエル、アライグマ、セアカ

ゴケグモ、などがあります。ではなぜ、外来種が問題な

のか。一番大きな理由は、他の生き物を滅ぼしてしまう

ことなのです。現在では、両生類の3分の1、針葉樹の

4分の1、鳥類の8分の1、ほ乳類の4分の１が危機的

な状況にあるのです。だからこそ何とかしなければい

けないのです。すべての外来種を排除するのは事実上

不可能ですが、現在、様々な外来種問題に対する策が

講じられています。もっとも効果のある方法の１つとし

ては、私たち一人ひとりが愛情をもって生きものに接す

るということです。日本の豊かな自然を、後世に伝える

ためにも、大人たちが、責任をもってペットを飼うこと、

面倒をみること、身をもって子供たちに伝えることも必

要ではないのでしょうか。 

 

 
岩倉ロータリークラブ挨拶      

会長 浅野 勝美様 

江南ロータリーの皆様こんにちわ。この度、岩倉ロー
タリーの会長を仰せつかった浅野です。そこに控えて
いるのが幹事の深谷です。どうぞ宜しくおねがいします。
江南ロータリーさんとは、兄弟関係にありまして、毎年
合同で例会を開いたりして、ロータリーの友情を分かち
合っております。今期は、当クラブは、３０周年記念の
年でもありまして、さらにお力添えをいただく事が多い
かと思いますが、こちらの方も宜しくお願い致します。
ロータリーの原点は奉仕にある、と言われております。
雑誌を読んで、ちょっと目を引く部分がありましたので、
かいつまんで発表させて頂きます。奉仕のプロジェクト
で成果を挙げれば、結果として地域社会はさらに良くな
り住民の絆も深まると同時に、ロータリーに対するイメ
ージも良いものになります。地域社会の中で、ロータリ
ーが好ましい存在として捉えられれば会員基盤も充実
し発展して行く、と言うことです。すでに皆さん、判りきっ
た事で、全くその通りですが、ロータリーの目的、活動
は、この数行に凝縮されていると思います。３０周年記
念事業も、クラブの為だけにやるんじゃない、概して言
えば、奉仕プロジェクトの一環だと考える訳です。これ
を機会に大いにロータリーを宣伝し、会員増強につな
げたいともくろんで居ります。江南ロータリークラブの皆
さんには、お世話になる事が多かろうと思います。あえ
て、友情と言う言葉を挙げさせて頂き、宜しくお願い申
し上げまして、挨拶と替えさせて頂きます。 
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幹事報告  ―別紙―      幹 事  庄田 元久君 
祝   福  ―別紙―     委員長  大池 武徳君 
出席報告               委員長  熊澤 治夫君   

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 

５４名 ４３名 １１名 ８７．７６％ 

前々回（６月２６日）欠席者数 ４名 
補正出席率  ９１．４９％ 

ニコボックス            副委員長  岩田 俊久君 
○岩倉ＲＣの会長、幹事様よくおいでくださいました。 
各委員会の委員長さん年間計画報告、宜しくお願い
致します。 
鈴木 健治、尾関 憲市、庄田 元久、松井 智義各君 
○ 本日お世話になります。宜しくお願いします。  
        岩倉ロータリークラブ会長 浅野 勝美様 
○ 本日お世話になります。宜しくお願いします。 
        岩倉ロータリークラブ幹事 深石 公彦様 
○ 武道館の前に立っているロータリーの啓発看板 
がリニューアルされてありがとうございます。一新さ
れてＰＲ効果がクラブの会員増強に寄与するように 
祈念します。               脇田 博治君 

○ クラブ奉仕委員会と会員選考委員会の年間計画を
発表します。               大塚 祥敬君 

○ 鈴木健治会長年度 宜しくお願いします。 伊藤 文仁君 
○ 社会奉仕委員長を務めさせていただきます。 
一年間よろしくお願い致します。   片平 博己君 

○ 親睦活動委員会年間計画報告をさせて頂きます。 
一年間よろしくお願い致します。   大池 武徳君 

○ 父親の葬儀に際しましてたくさんの皆様より励まし
のお言葉をいただき感謝いたします。今後共よろ
しくお願い致します。          片平 博己君 

○ 3 年間無事100％出席出来ました。 杉本 哲一君 
○ 岩倉ロータリークラブ浅野会長、深石幹事よくおい
で下さいました。各委員会委員長さん、本日の年
間計画報告ご苦労様です。  
栗本 務、岩田 進、福田 清成、岩田 俊久、佐藤 文彦、
岩井 正彦、倉知 正憲、滝 勝夫、安藤 喜代司、 
松岡 一成、古田 嘉且、早川 正輝、杉浦 賢二、 
稲山 赫己、澤田 昌久 片平 博己、岩田 静夫各君 

 
 
卓話    「各委員会年間計画報告」 

ＳＡＡ  澤田 昌久君 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

本年度ＳＡＡを努めさせて頂きます澤田です。 

 前回ご紹介しましたように、副ＳＡＡには倉知正憲さ

んそして伊藤文仁さん、浅野安郎さん、猪子明さんの５

名で一年間がんばりたいと思いますのでよろしくお願
いいたします。 

 今年度は、ロータリークラブとしては、大きな行事は
ありませんが、諸先輩方が行ってきたＳＡＡとしての役

割をしっかりと継承しながら、鈴木会長の言われる楽し
く、しかし紳士として品位のある例会としたいと思います。 

 私的な経験ですが、昨年の犬山ホテルでの合同例会
で、私の後ろ席でどこのクラブの方かわかりませんが、

５００人近く入っている会場内で携帯の呼び出し音が鳴
り、平気でその場でお話をされていました。悪びれた様

子も無い態度に、非常に腹立たしさを感じましたが、ど
んな卓話であろうが、話す人は前もって原稿を作り、準

備をされて一生懸命やろうと考えて来られていると思い
ます。その気持ちを大事にできる思いやりとロータリー

精神でもって、私は例会を進めて行きたいと思います。
併せて、社会的背景からも、昨年同様禁煙例会とさせ

て頂きますので、スモーカーの方は引き続き御協力の
程よろしくお願いします。 

 
 
クラブ奉仕委員会 ・会員選考委員会 

                         大塚 祥敬君 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜クラブ奉仕委員会＞ 

 Ｒ，Ｃでの４大奉仕の１つであるクラブ奉仕は、毎週
行われる例会を、会員にとっていかに楽しく、有意義な

ものにするかを永遠のテーマにした委員会です。そこ
にはおのずと、ＲＣならではの雰囲気、とりわけ会員相

互の緊張感となごやかさが不可欠です。 
 創立以来４４年、当クラブには諸先輩のお陰でこの点

に於いても申し分のない雰囲気が醸し出されていま
す。この当クラブならではの例会場での雰囲気創りを

最も大切な委員会活動の１つと捉え、広い意味でのよ
り楽しい例会に出来るように、各委員会と連携を取りな

がら進めてまいります。具体的には各委員長の事業計
画に沿って、問題点を探り出し、協議を重ねながら、よ

り良いクラブ運営を目指していきたいと思います。 

＜会員選考委員会＞ 

  当クラブにとって、ふさわしい会員であるかどうかを

見極めなければならない極めて責任の重い委員会で
す。会員増強が望まれる今の時期ではありますが、決

してハードルを下げることなく、しっかりと選考していき
たいと思います。 




